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国道１７号
上尾道路④

：再評価

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で5年間が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

⑤社会情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業



１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要

・国道17号の混雑緩和

・圏央道と連携したネットワークの形成

（１）目的

（２）計画の概要

さいたまけん にしくみやまえちょう

区 間 自）埼玉県さいたま市西区宮前町
さいたまけん おけがわし かわたや

至）埼玉県桶川市川田谷
計画延長 Ｌ＝１１．０ｋｍ
幅 員 Ｗ＝57.0ｍ
道路規格 第４種第１級
設計速度 ６０km/h
車 線 数 ４車線
事 業 化 平成２年度
事 業 費 約954億円
計画交通量 27,800～54,800台/日

2※一般部４車線が事業化されており、自動車専用道路は事業化されていない。 2
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２．事業進捗の状況２．事業進捗の状況
「上尾道路」の事業経緯

Ｓ44年度 都市計画決定W=40m

Ｈ元年度 都市計画変更W=57m

H2年度 事業化（さいたま市西区宮前町～川越栗橋線）

H7年度 事業化区間延伸 （川越栗橋線～桶川市川田谷）

H9年度 用地買収着手

H１４年度 工事着手

H21年度 部分供用予定(2/4)

（宮前IC～上尾環状線L=4.2km、川越栗橋線～桶川北本IC間L=2.1km）
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上尾道路（L=11.0km） 再評価対象区間
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３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・上尾道路と並行する現道国道17号区間は、バイパス未整備区間であることから、混雑が発生し、
1ｋｍあたりの渋滞損失時間は県内平均値の約5倍となっている。
・特に愛宕町交差点では、混雑が著しく、最大渋滞長800ｍが確認されている。

（１）国道17号の混雑緩和

写真－愛宕町交差点（H21.9） 4

至 群馬

■国道17号の渋滞損失時間

資料：Ｈ１８年度プローブデータ

上尾道路事業化
区間L=11.0km

■愛宕町交差点の渋滞状況
最大渋滞長800m ※県平均はH18年度達成度報告書より

愛宕町交差点の渋滞長
（H20.1.24 調査結果）

バイパス未整備区間

国道17号
バイパス
上尾道路

渋滞損失時間：約366.2万人時間/年

至 東京

※県内平均値5.4万人時間/km

上尾道路並行区間平均27.3万人時間/km

（県内平均値の約5倍）



工業団地
田園都市産
業ゾーン先導
モデル地区

さいたま新都心さいたま新都心

0

20

40

60
分

27分

23分
短縮

50分

３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・上尾道路の整備は、圏央道と業務核都市であるさいたま市（さいたま新都心）間のアクセス性を向
上させ、圏央道と連携して地域間の交流の活性化に貢献する。
・川越第二産業団地から圏央道へのアクセス性が向上するなど、沿線地域の企業立地を支援する。

（２）圏央道と連携したネットワークの形成
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資料：埼玉県工場適地図

上
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事
業
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区
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川越産業団地川越産業団地

川越第二産業団地川越第二産業団地

Ｌ＝11.0 ｋｍ

整備前 整備後

【算出条件】
一般道：H17センサス混雑時旅行速度
上尾道路：設計速度60km/h

※ルートは上図の同色の実線
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【算出条件】
一般道：H17センサス混雑時旅行速度
上尾道路：設計速度60km/h

整備前 整備後

圏央道とさいたま新都心間
の所要時間が46分短縮46分

短縮

79分

33分
※ルートは上図の同色の実線

川越第二産業団地か
ら圏央道までの所要時
間が23分短縮

圏央道へのアクセス性向上により企業立地を支援圏央道とさいたま新都心間のアクセス性向上
■埼玉県の工業団地立地状況

■川越第二産業団地～圏央道（桶川北本IC）間の所要時間

■圏央道（桶川北本IC）～さいたま新都心間の所要時間

■圏央道と連携したネットワークの形成

至つくば市

至青梅市
至八王子市

圏央道

整備前ルート
整備後ルート

整備前ルート
整備後ルート

圏央道と連携した
ネットワークルート

北本中丸９丁目地区北本中丸９丁目地区



■上尾道路と並行する国道17号の死傷事故率 （H16～H19平均）

３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・ 国道17号の上尾道路と並行する区間の死傷事故率は、300件/億台キロ以上の区間が6箇所も
あり、特に愛宕町交差点では、事故率が569件/億台キロと高い。
・また、周辺の県道や生活道路は、国道17号の抜道として利用されている状況にある。
・上尾道路の供用により、国道17号及び並行する県道や生活道路の交通量が減少し、交通事故の
減少が期待される。

（３）交通安全の改善

6写真－愛宕交差点

■生活道路の抜道交通の状況

資料 Ｈ16～H19交通事故DB

愛宕交差点
（569件/億台キロ）

加納交差点
（504件/億台キロ）

坂田交差点
（541件/億台キロ） 北一丁目

（303件/億台キロ）

緑丘交差点
（417件/億台キロ）

上尾市役所前交差点
（495件/億台キロ） 国道17号

上尾道路事業化区間L=11.0km

事故率300以上

事故率100以上300未満

事故率100未満
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３．事業の必要性に関する視点３．事業の必要性に関する視点

・埼玉県内では、病院での処置困難等を理由とする転送が年間約2,300件以上。
・上尾道路の整備により、第三次救急医療施設であるさいたま赤十字病院までのアクセスを向上さ
せられるとともに、定時性の確保が図れる。

（４）救急医療活動のアクセス向上

7

【算出条件】
一般道：H17センサス混雑時旅行速度
上尾道路：設計速度60km/h

整備前 整備後

７５分

２８分

■所要時間と死亡率の関係

所要時間が47分短縮

■第二次救急医療施設（北里研究所メディカルセンター病院）から
第三次救急医療施設（さいたま赤十字病院）までの所要時間の短縮

第三次救急医療施設

さいたま赤十字病院さいたま赤十字病院
（第三次救急医療施設）（第三次救急医療施設）

北里研究所メディカルセンター北里研究所メディカルセンター
病院病院 （第二次救急医療施設）（第二次救急医療施設）

整備前ルート
整備後ルート

出典：「外部効果の便益計測手法の手引き（案）」

■埼玉県内における転送の状況

専門外
464件
（19.5%）

ベット満床
280件
（11.8%）

医師不在
7件
(0.3%）

処置困難
1,238件
（52.0%）

手術中
15件
（0.6%）

その他
376件
（15.8%）

出典：埼玉県Ｈ19年資料

第二次救急医療施設
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番号 医療機関名

1 医療法人明浩会西大宮病院
2 医療法人社団双愛会大宮双愛病院
3 社会保険大宮総合病院
4 医療法人ヘブロン会大宮中央総合病院
5 指扇病院
6 自治医科大学附属さいたま医療センター
7 大宮医師会市民病院
8 野中病院
9 宇治病院
10 増田外科医院
11 医療法人社団愛友会上尾中央総合病院
12 医療法人藤仁会藤村病院
13 医療法人一心会伊奈病院
14 医療法人財団聖蹟会埼玉県央病院
15 医療法人誠昇会北本共済病院
16 医療法人一心会上尾甦生病院
17 南古谷病院

第三次救急
医療病院

18 埼玉医科大学総合医療センター

第二次救急
医療病院
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４．費用対効果（計算条件）４．費用対効果（計算条件）

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成21年度
・供用開始年次 ：平成25年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ：27,800～54,800台/日
・事業費 ：約954億円

【参考：前回評価(H16)】
平成16年度
平成20年度
供用後40年間
平成11年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度
39,400～49,400（台／日）
約960億円



４．費用対効果（事業費変更）４．費用対効果（事業費変更）
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■歩道橋計画の見直し位置図

① 横断歩道橋の設置計画の見直し

桶川市川田谷地先（川田谷小学校区）の歩道橋計画を、５基 → ３基 に見直し （－２億円）

② 貯留槽計画の見直し

道路区域内に計画されている貯留槽を、環境保全対策と一体整備する調整池に見直し

（－４億円）

■調整池計画イメージ

横断地下道に集約

桶川市

桶川西中

川田谷小

桶川西高

※貯留槽とは、上尾道路の
路面排水を一時的に貯めて
流末の河川への流出を抑制
するための施設をいう

至 北本市

至 上尾市

Ａ橋 Ｂ橋 Ｃ橋

主
要
地
方
道

 
川
越
・
栗
橋
線

交差点コンパクト化に
より横断歩道を利用

凡例

歩道橋（検討対象）

歩道橋（施工中）

横断地下道・横断ボックス

Ｄ橋 Ｅ橋

【コスト縮減の取り組み】



４．費用対効果４．費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注2）費用及び便益額は整数止めとする。
注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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基準年：平成21年度

58億円

維持管理費

1,072億円1,015億円
１．９

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

2,090億円109億円271億円1,710億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

41億円

維持管理費

153億円112億円
６．１

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

941億円41億円140億円760億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))



５．事業進捗の見込みの視点５．事業進捗の見込みの視点
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■暫定供用・未供用区間に係る工程表

・用地取得率（面積ベース）は宮前IC～上尾環状線間約99％、上尾環状線～川越栗橋線間約67％、

川越栗橋線～桶川市川田谷間約94％、合計約86％。

・宮前IC～上尾環状線〔4.2ｋｍ〕、川越栗橋線～圏央道桶川北本IC（桶川市川田谷）〔2.1ｋｍ〕は、整

備効果の早期発現のため、2/4車線にて平成21年度供用予定。
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部
分
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H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22～

用地

工事

用地

工事

用地

工事

宮前IC～上尾環状
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上尾環状線～川
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(L=4.7km)

川越栗橋線～桶
川市川田谷
(L=2.1km)

年度



６．今後の対応方針（原案）６．今後の対応方針（原案）
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（２）事業進捗の見込みの視点

・用地取得率は全体で86％。

・宮前IC～上尾環状線〔4.2ｋｍ〕、川越栗橋線～圏央道桶川北本IC（桶川市川田谷）〔2.1ｋｍ〕

は、整備効果の早期発現のため、2/4車線にて平成21年度供用予定。

（１）事業の必要性等に関する視点

・上尾道路と並行する現道国道17号区間は、バイパス未整備区間であることから混雑が発生
し、1ｋｍあたりの渋滞損失時間は県内平均値の約5倍となっている。
・上尾道路の整備は、圏央道と業務核都市であるさいたま市（さいたま新都心）間のアクセス性
を向上させ、圏央道と連携して地域間の交流の活性化に貢献する。
・川越第二産業団地から圏央道へのアクセス性が向上するなど、沿線地域の企業立地を支援
する。
・上尾道路と並行する現道国道17号区間は、事故率が高い。
・事業全体の費用対効果（Ｂ／Ｃ）は1.9である。

（３）対応方針（原案）

・事業継続
・事業の必要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。


